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《翻　訳》《翻 訳》 
 
16 世紀末ジンバブウェ北部ザンベジ河中流域におけるカバ等の野生動物に関す
るエピソード 
――ジョアン・ドス・サントス著『エティオピア・オリエンタール』（モノモターパ篇）より―― 
 
Alguns Episódios acerca dos Cavalos-Marinhos e Outros Animais Selvagens Vivendo 
nos Rios de Cuama, ou seja, no Rio Zambeze do Norte do Actual Zimbábue, Registados 
na Ethiopia Oriental da Autoria de Frei Dominicano João dos Santos. 
 
日 埜 博 司（HINO Hiroshi） 
 
キーワード ジョアン・ドス・サントス，『エティオピア・オリエンタール』，カバ，カバ狩り，ライオン，
トカゲ（ナイルワニ），アルマディア，薬草（センナなど） 
 
解題 
ポルトガル人ドミニコ会士ジョアン・ドス・サントス（Frei João dos Santos, O.P.）が執筆し 1609 年にエーヴォラで
刊行された『エティオピア・オリエンタール』（Ethiopia Oriental）という大著がある。サントスは 16 世紀末から 17
世紀初めにかけ永年にわたり，東南アフリカの各地と，ゴアを中心とするエスタード・ダ・インディア――東
洋におけるポルトガル勢力圏――でカトリックの布教に従事した。『エティオピア・オリエンタール』には主と
して，16 世紀東アフリカ――ソファーラ，マナモターパ（モノモターパ），モサンビーク，アベシーン（エティオ
ピア），メリンデなど――の，その歴史，人文，地理，民俗，自然，動物，植物，鉱物，等々に関するサントス
の該博な知見が遺憾なく披瀝されている。 
今回訳載する箇所に現われるアフリカ南部随一の大河ザンベジ。現在のザンビアとアンゴラの国境近く
に水源を有し，全長およそ 2700 キロメートル。ジンバブウェ，モサンビークを経てインド洋へ注ぐ。16 世紀
後半のポルトガル語史料にたびたび現われる Rios de Cuama（クァマの諸河川）という呼び名であるが，これ
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は，当時ポルトガル人の足跡が及んだザンベジ河中流域，およびこの河が今日のモサンビーク共和国に
入り，インド洋へ注ぐまでのその本流と支流，さらにその広大な流域一帯をさす総称と言ってよいようであ
る。 
ザンベジ河は，現在のジンバブウェ共和国に入るとすぐ世界三大瀑布のひとつヴィクトリア滝――先住
民マコロロ族の言葉では「モシ・オア・トゥンヤ（雷鳴轟く水煙）」と呼ぶ――にゆきあたる。そのままザンビアと
の国境地帯を東へ流れ，河幅がぐっと広がったように見えるカリバ湖を抜け，モサンビークに入るまでザン
ビアとの国境地帯を再び東へ流れる。カリバ湖東端とモサンビーク国境とのほぼ中間，ザンベジ河の中流
域に沿って，世界自然遺産「マナ・プールズ国立公園，サピとチェウォールの自然保護区」が広がる。この
公園には肉食動物がほとんどいないうえ，雨季になると完全に浸水する流域は，乾季も青々と草が生い茂
り，大型の草食動物が豊富な餌を求め，群れをなして集まる。その草食動物の代表がカバなのであるが，
サントスがわざわざ二章を費やしてザンベジ河中流域に棲息するカバの生態と，先住民によって行なわれ
るカバ狩りについて詳述したことは，決して偶然ではないであろう。 
今回は，このザンベジ中流域に棲息するカバを中心とする野生動物，特に原住民の行なうカバ狩りの模
様に関する詳しい描写を含む三つの章を和訳してみる。カバやカバ狩りに関する迫力に富む描写は，そ
れらを実見したサントスならではのもの，というべきで，ヨーロッパ語で記述されたおそらくは最初の当該記
事であろうと思われる。 
さらにサントスは，これらの河一帯――ザンベジ河中流域――に住むカフル人のあいだで語り継がれ，
同地のポルトガル人にもムスリムにもよく知られている逸話として，伝聞であることを明示したうえで次のよう
なエピソードを紹介する。それは，ライオンに追われたシカが河へ躍り込んで餌食になるのを免れようとす
るが，河べりでトカゲ（おそらくナイルワニであろう）の来襲を受け，ライオンとトカゲとのあいだでこのシカをめ
ぐる争いがしばらく展開する，というもの。読者によってはこのような〈血沸き肉躍る〉エピソードを，自著を
おもしろくするために挿入したフィクション，と断ずる向きがあるかも知れないが，カトリック宣教師としての
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入り，インド洋へ注ぐまでのその本流と支流，さらにその広大な流域一帯をさす総称と言ってよいようであ
る。 
ザンベジ河は，現在のジンバブウェ共和国に入るとすぐ世界三大瀑布のひとつヴィクトリア滝――先住
民マコロロ族の言葉では「モシ・オア・トゥンヤ（雷鳴轟く水煙）」と呼ぶ――にゆきあたる。そのままザンビアと
の国境地帯を東へ流れ，河幅がぐっと広がったように見えるカリバ湖を抜け，モサンビークに入るまでザン
ビアとの国境地帯を再び東へ流れる。カリバ湖東端とモサンビーク国境とのほぼ中間，ザンベジ河の中流
域に沿って，世界自然遺産「マナ・プールズ国立公園，サピとチェウォールの自然保護区」が広がる。この
公園には肉食動物がほとんどいないうえ，雨季になると完全に浸水する流域は，乾季も青々と草が生い茂
り，大型の草食動物が豊富な餌を求め，群れをなして集まる。その草食動物の代表がカバなのであるが，
サントスがわざわざ二章を費やしてザンベジ河中流域に棲息するカバの生態と，先住民によって行なわれ
るカバ狩りについて詳述したことは，決して偶然ではないであろう。 
今回は，このザンベジ中流域に棲息するカバを中心とする野生動物，特に原住民の行なうカバ狩りの模
様に関する詳しい描写を含む三つの章を和訳してみる。カバやカバ狩りに関する迫力に富む描写は，そ
れらを実見したサントスならではのもの，というべきで，ヨーロッパ語で記述されたおそらくは最初の当該記
事であろうと思われる。 
さらにサントスは，これらの河一帯――ザンベジ河中流域――に住むカフル人のあいだで語り継がれ，
同地のポルトガル人にもムスリムにもよく知られている逸話として，伝聞であることを明示したうえで次のよう
なエピソードを紹介する。それは，ライオンに追われたシカが河へ躍り込んで餌食になるのを免れようとす
るが，河べりでトカゲ（おそらくナイルワニであろう）の来襲を受け，ライオンとトカゲとのあいだでこのシカをめ
ぐる争いがしばらく展開する，というもの。読者によってはこのような〈血沸き肉躍る〉エピソードを，自著を
おもしろくするために挿入したフィクション，と断ずる向きがあるかも知れないが，カトリック宣教師としての
サントスにとって，ときに誇張を交える必要もある布教報告とは異なり，純然たる動物誌などに関しては，見
え透いた虚偽を記す必要など，少しもないはずである。さらに訳者自身，映像を通じてではあるが，サント
スの記述の信憑性を補完するであろうシーンを幾種も実見している。しばしば引き合いに出す『NHK スペ
シャル プラネットアース』で見た印象的な空撮映像であるが，頭脳的な狩りを集団で行なうリカオン（イヌ科）
の群れが一匹のインパラを追い詰める。がインパラは，河に飛び込んで対岸へ泳ぎ出し，何とか虎口を脱
する。リカオンたちはなお諦めきれないのか，河べりにしばらく佇んでいる――。さらにもうひとつは，タン
ザニアの大草原を新しい餌場を求め集団で疾駆するヌー（ウィルドビースト）の大群が，マラ河という河を渡ろ
うとするシーン。ヌーの渡河地点を察知したナイルワニが，河水に身を潜めて待ち構える。ヌーが河水に
浸かろうとしたところを水中から突如襲いかかる。一瞬の早業で一頭のヌーを河水に引きずり込み窒息死さ
せる――。登場する動物たちに異同はあるけれど，こうした映像を脳裡に焼きつけた訳者には，サントスの
記事が誇張であるとかフィクションであるとは，到底思われないのである。 
翻訳は，下記の校訂本（CNCDP版）をテキストとして行なう。 
Fr. João dos Santos, Etiópia Oriental e Vária História de Cousas Notáveis do Oriente, Introdução de Manuel 
Lobato, Notas de Manuel Lobato & Eduardo Medeiros, Fixação do texto por Maria do Carmo Guerreiro 
Vieira (coord.), Célia Nunes Carvalho & Maria Amélia Rodrigues Coelho, Lisboa, Comissão Nacional 
para as Comemorações dos Descobrimentos Portugueses, 1999, 759ps. 
当初は，CNCDP版に附された有益な脚注もすべて日本語へ直そうかと考えたが，この作業には学際的
な専門的助言と指導とが必須であるに鑑み，今回は本文のみを訳して材料を提供するにとどめる。その際
CNCDP 版が設けたパラグラフに忠実に従う。そのパラグラフごとにまずポルトガル語原文を，引き続き訳
文を，それぞれ掲げる。 
 
CAPÍTULO III（PRIMEIRA PARTE, LIVRO SEGUNDO） 
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Dos cavalos-marinhos, a que os cafres chamam zouo, outros zoo. 
第 3 章（第 1 部第 2 巻）  カフル人が「ゾウォ」と呼んだり「ゾオ」と呼んだりするするカバについ
て 
 
Nestes rios de Cuama, e no de Sofala, e nos mais de toda esta costa, se criam muitos cavalos-marinhos, mui 
ferozes, e espantosos. São muito maiores, e mais grossos que dous cavalos juntos dos nossos; têm os pés muito 
curtos, e grossos, cinco unhas em cada mão, e quatro em cada pé, e a pegada quasi tamanha como a de um 
elefante; têm ũa boca mui grande, rasgada, e cheia de dentes, e quatro deles, que são as presas, têm mais de dous 
palmos de comprimento cada um; os dous de baixo são dereitos, e os de cima revoltos como de porco-javali, e 
todos quatro saídos pera fora da boca um grande palmo. Têm ũa cabeça como de três bois juntos. Ũa caveira de 
cavalo-marinho vi um dia à porta de um cafre que lhe servia de assento, e ele a tinha posta naquele lugar por 
façanha, e vendo-me olhar pera ela com admiração, chamou um filho seu, menino de sete, ou oito anos, e abrindo a 
boca da caveira fez assentar o menino dentro nela sobre o queixo de baixo, e dava com a cabeça no queixo de cima 
mui folgadamente, e disse-me que ainda havia maiores cavalos do que fora o daquela caveira. Estes cavalos 
ordinariamente vivem dentro na água, mas comem em terra, e sustentam-se da erva, e rama dos matos, fazem 
muito dano nas searas do milho, e arroz, assim com os pés, como no que comem; ordinariamente saem dos rios a 
comer de noite, e também de dia, em lugares despovoados, e desertos; têm muita semelhança com os nossos 
cavalos somente na fronteira do rosto, olhos, e orelhas, e quasi no rinchar. 
当クァマのもろもろの河では，そしてソファーラの河では，さらにこの流域一帯の残りのもろもろの河では，
多くのカバが棲息している。彼らはすこぶる兇暴であり驚愕すべき生きものだ。彼らは巨大ででっぷりと肥
えており，我らのもとにいるウマ二頭が束になっても彼らには叶わない。彼らの脚はとても短く，太い。手
〔前肢。まえあし〕には爪が五つずつ，足〔後肢。あとあし。うしろあし〕には爪が四つずつある。蹄ときたらそれは
ゾウのそれと同じくらい巨大だ。口はまことに大きく，不細工であり，歯がいっぱい生えており，そのうち四
本は牙である。牙の一本一本は長さ優に二パルモを超える。下の二本の歯〔牙〕がまっすぐであるのに対し，
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上の二本は野生ブタのそれの如く反り返っている。以上四本，すべて軽く一パルモは口の外へはみ出し
ている。彼らの頭はといえば，まるで雄ウシのそれを三頭分合体させたようなものだ。ある日，私はカフル
人某の住まいの戸口で，カバの頭蓋骨を見た。カフル人はこれを置物として役立てていた。これ見よと言
わんばかりに彼はカバの頭蓋骨をその場所に置いていたのだ。私がこれを感嘆しつつ眺めているのを見
て，カフル人は息子を呼んだ。七～八歳の男の子である。彼は頭蓋骨の口を開け，息子に対しその口の
中，下顎の上に腰を下ろしなさいと言いつけた。男の子の頭は，上顎の下でゆったり余裕をもって収まっ
ていた。カフル人が私に言うには，この頭蓋骨の主よりもっと大きなカバがいるぞ，と。カバは通常水の中
で暮らしているが，食事をするときは陸に上がる。餌は草や森の枝葉だ。彼らはミーリョ〔これは「トウモロコシ」
ではなく，サトウキビに似たモロコシであるソルガムであろう〕やコメの耕作地へ多大な損害を与える。あるときは脚
で踏み潰すことによって，あるときは彼らが食べてしまうことによって。通常は夜，食事のために河を出る。
ただし，人が住んでいないところや放棄地にあっては，日中もそうする。顔の前面や両目や両耳，さらには
〈いななき〉声さえ，我らのウマとほぼ瓜二つだ。 
 
São muito ciosos, e nunca se verão dous machos juntos, antes como se encontram logo pelejam, e ferem-se 
mui cruelmente com os dentes, e algũas vezes se matam nesta briga, e acham-se mortos pelas praias dos rios com 
muitas feridas, e buracos pela barriga, onde eles ordinariamente se ferem quando pelejam. Entre um bando de 
éguas-marinhas não anda mais que um cavalo, como galo entre galinhas. E os outros cavalos menores, e que 
menos podem, andam sempre fugindo de se encontrar com os grandes. Também quando a égua pare macho, foge 
da companhia das outras éguas, e anda sempre só com seu filho, por que o pai lho não mate. E são tão ciosas dos 
filhos que remetem a toda a embarcação que passa polo rio junto do lugar em que elas andam, e muitas vezes 
emborcam algũas, e fazem afogar algũa gente. Quando querem parir vão-se a terra, e parem dentro no mato, ou em 
algum esteiro solitário perto do rio, que não tem água, nos quais lugares são achadas pelos cafres muitas vezes 
parindo. Depois que parem, comem as párias, e lambem o filho todo, e tornam-se com ele pera o rio, onde o criam 
com leite de duas tetas, que têm como as nossas éguas, mas muito maiores, e de tanto leite que às vezes lhes corre 
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em fio no chão quando saem fora a comer. 
カバはとても嫉妬深く，雄同士が一緒にいることはまったくあり得ない。それどころか雄同士は遭遇する
やたちまち喧嘩を始める。そして歯を用いて実にむごく互いを傷つけ合う。この喧嘩の末に殺し合いにな
ることもままある。あるいは傷痕がおびただしく残り，あるいは腹に穴の開いた彼らの死体が河べりでよく見
つかる。彼らが戦う際，お互いを傷つけ合うのが通常この河べりなのだ。雌のカバの群れにいる雄はただ
一頭と決まっている。そのようすときたら，メンドリの群れにオンドリが一羽しかいないのと一緒だ。他のより
小さな，より力の劣る雄のカバたちは，大きな雄との遭遇を避けいつも逃げ回っている。雌のカバが子を出
産したときも同じである。母となったカバは他の雌の群れから離れ去り，常にわが子と行動をともにする。父
のカバに子を殺されぬようにするためだ。雌が子に懐く愛情はたいそう深く，みずからの行動範囲で舟が
近くを通りかかろうものなら，必ずこれに突っかかってくる。舟をひっくり返すこともしばしばだし，人を溺死
させもする。出産しようとするときは陸へ向かう。そして森の中か，河の近くではあるが水はなく人の気配の
ない窪地かで出産する。そのような場所で雌が出産しているところをカフル人は目撃している。お産を終え
ると，雌は臍の緒を食べ，子の全身を舐めてやる。そして子と一緒に河へ戻り，ふたつの乳房から出る乳
で子を育てる。カバの乳房は我らのもとにいる牝
ひん
馬
ば
のそれと同じようであるが，それよりずっと大きい。出る
乳の量は多く，食事のため河の外へ出るとき，乳房から糸の如く地面に乳の滴っていることがときどきある。 
 
Estes cavalos-marinhos têm pele muito mais grossa que a de um boi, todos são de ũa cor parda sobre cinzenta, 
e de cabelo muito áspero; quasi todos, ou os mais deles têm ũa silva branca muito alva pelo meio do rosto abaixo 
até às ventas, e ũa estrela branca na testa muito fermosa. Têm mui pouca coma, e muito curta, e não têm topete, 
nem sedas compridas no cabo, são mui sujeitos a doença de gota-coral, ou acidentes de malenconia, e quando lhes 
vem esta dor coçam o peito mui fortemente com a mão esquerda, dobrando-a pera trás, e sobre ela se deixam cair 
no chão, ficando-lhes as unhas debaixo do peito, com cuja virtude dizem os cafres que se lhes tiram os acidentes 
mais depressa; onde se pode ver a providência da natureza que não falta nas cousas necessárias. Por esta rezão 
afirmam os cafres, e mouros desta terra, que as unhas da mão esquerda do cavalo-marinho têm muita virtude 
contra a malenconia. Deus sabe a verdade disto, mas é certo que os cavalos têm os acidentes que disse, e que se 
coçam com as unhas da mão esquerda, porque deste modo os têm achado os cafres em terra muitas vezes, e algũas 
tão desmaiados, e sem acordo com a força do mal que padecem, que assim mataram alguns sem se poderem 
erguer, nem fugir. 
これらのカバは，雄ウシの皮膚よりもなお厚い皮膚を有する。どのカバも皆，灰色がかった褐色である。
体毛は剛毛だ。彼らのほぼすべて，あるいはその大半に，顔の中央あたりから鼻の穴の下にかけて純白
の斑点がある。額にはウマの額にあるような白い星があり，これはたいそう美しい。たてがみはほとんどな
く，たとえあっても非常に短い。たてがみの前髪もなく，尾に絹のような手触りの毛もない。この獣は痛風も
しくは癲癇に非常にかかりやすく，鬱の発作も起こしやすい。この種の痛みが襲うと，左手〔左の前肢〕を用
いて胸を非常に強く掻く。その際，左手を後ろへ折り曲げ，その左手に覆いかぶさるようにして巨体を地面
に落とす。すると胸の下に爪が来るようになり，その爪の効能でもって，カフル人の言うところによると，発
作による痛みが急速に退くのだという。ここにこそ自然の精妙な摂理を認めうるであろう。必要のあるところ
でそれが働かぬということはないのだ。上記を拠りどころに，カフル人もこの地のムスリムも，こう主張する。
すなわちカバの左手の爪は憂鬱症に対し，大いなる卓効があるのだ，と。ただこれが真実であるのかどう
か，それはデウスのみ御存知である。しかし確実なことがある。それは，カバが上述の如き病の発作にとき
おり襲われ，そのとき彼らは決まって左手の爪でもって己が体を掻く，ということだ。事実カフル人は，地面
に這いつくばったカバがそうしているのにたびたび遭遇している。そのうち幾度かは，患っている病のあ
まりの激しさのため，彼らは失神せんばかりに苦しみ半ば意識を失っていたという。立ち上がりも逃げ去り
もできぬカバを数頭，カフル人は容易に殺したということだ。 
 
Posto que estes cavalos-marinhos são mui ferozes, e de grandes corpos, contudo não são tão bravos que 
remetam à gente, salvo dentro no rio, quando andam no cio, como fica dito; mas quando saem a comer em terra, se 
sentem nela qualquer pessoa, ou têm vista dela, logo fogem pera o rio, correndo com tanta fúria como se foram 
animais mui pequenos, e muito medrosos, e tanta estropeada fazem com os pés quando correm que parecem um 
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em fio no chão quando saem fora a comer. 
カバはとても嫉妬深く，雄同士が一緒にいることはまったくあり得ない。それどころか雄同士は遭遇する
やたちまち喧嘩を始める。そして歯を用いて実にむごく互いを傷つけ合う。この喧嘩の末に殺し合いにな
ることもままある。あるいは傷痕がおびただしく残り，あるいは腹に穴の開いた彼らの死体が河べりでよく見
つかる。彼らが戦う際，お互いを傷つけ合うのが通常この河べりなのだ。雌のカバの群れにいる雄はただ
一頭と決まっている。そのようすときたら，メンドリの群れにオンドリが一羽しかいないのと一緒だ。他のより
小さな，より力の劣る雄のカバたちは，大きな雄との遭遇を避けいつも逃げ回っている。雌のカバが子を出
産したときも同じである。母となったカバは他の雌の群れから離れ去り，常にわが子と行動をともにする。父
のカバに子を殺されぬようにするためだ。雌が子に懐く愛情はたいそう深く，みずからの行動範囲で舟が
近くを通りかかろうものなら，必ずこれに突っかかってくる。舟をひっくり返すこともしばしばだし，人を溺死
させもする。出産しようとするときは陸へ向かう。そして森の中か，河の近くではあるが水はなく人の気配の
ない窪地かで出産する。そのような場所で雌が出産しているところをカフル人は目撃している。お産を終え
ると，雌は臍の緒を食べ，子の全身を舐めてやる。そして子と一緒に河へ戻り，ふたつの乳房から出る乳
で子を育てる。カバの乳房は我らのもとにいる牝
ひん
馬
ば
のそれと同じようであるが，それよりずっと大きい。出る
乳の量は多く，食事のため河の外へ出るとき，乳房から糸の如く地面に乳の滴っていることがときどきある。 
 
Estes cavalos-marinhos têm pele muito mais grossa que a de um boi, todos são de ũa cor parda sobre cinzenta, 
e de cabelo muito áspero; quasi todos, ou os mais deles têm ũa silva branca muito alva pelo meio do rosto abaixo 
até às ventas, e ũa estrela branca na testa muito fermosa. Têm mui pouca coma, e muito curta, e não têm topete, 
nem sedas compridas no cabo, são mui sujeitos a doença de gota-coral, ou acidentes de malenconia, e quando lhes 
vem esta dor coçam o peito mui fortemente com a mão esquerda, dobrando-a pera trás, e sobre ela se deixam cair 
no chão, ficando-lhes as unhas debaixo do peito, com cuja virtude dizem os cafres que se lhes tiram os acidentes 
mais depressa; onde se pode ver a providência da natureza que não falta nas cousas necessárias. Por esta rezão 
afirmam os cafres, e mouros desta terra, que as unhas da mão esquerda do cavalo-marinho têm muita virtude 
contra a malenconia. Deus sabe a verdade disto, mas é certo que os cavalos têm os acidentes que disse, e que se 
coçam com as unhas da mão esquerda, porque deste modo os têm achado os cafres em terra muitas vezes, e algũas 
tão desmaiados, e sem acordo com a força do mal que padecem, que assim mataram alguns sem se poderem 
erguer, nem fugir. 
これらのカバは，雄ウシの皮膚よりもなお厚い皮膚を有する。どのカバも皆，灰色がかった褐色である。
体毛は剛毛だ。彼らのほぼすべて，あるいはその大半に，顔の中央あたりから鼻の穴の下にかけて純白
の斑点がある。額にはウマの額にあるような白い星があり，これはたいそう美しい。たてがみはほとんどな
く，たとえあっても非常に短い。たてがみの前髪もなく，尾に絹のような手触りの毛もない。この獣は痛風も
しくは癲癇に非常にかかりやすく，鬱の発作も起こしやすい。この種の痛みが襲うと，左手〔左の前肢〕を用
いて胸を非常に強く掻く。その際，左手を後ろへ折り曲げ，その左手に覆いかぶさるようにして巨体を地面
に落とす。すると胸の下に爪が来るようになり，その爪の効能でもって，カフル人の言うところによると，発
作による痛みが急速に退くのだという。ここにこそ自然の精妙な摂理を認めうるであろう。必要のあるところ
でそれが働かぬということはないのだ。上記を拠りどころに，カフル人もこの地のムスリムも，こう主張する。
すなわちカバの左手の爪は憂鬱症に対し，大いなる卓効があるのだ，と。ただこれが真実であるのかどう
か，それはデウスのみ御存知である。しかし確実なことがある。それは，カバが上述の如き病の発作にとき
おり襲われ，そのとき彼らは決まって左手の爪でもって己が体を掻く，ということだ。事実カフル人は，地面
に這いつくばったカバがそうしているのにたびたび遭遇している。そのうち幾度かは，患っている病のあ
まりの激しさのため，彼らは失神せんばかりに苦しみ半ば意識を失っていたという。立ち上がりも逃げ去り
もできぬカバを数頭，カフル人は容易に殺したということだ。 
 
Posto que estes cavalos-marinhos são mui ferozes, e de grandes corpos, contudo não são tão bravos que 
remetam à gente, salvo dentro no rio, quando andam no cio, como fica dito; mas quando saem a comer em terra, se 
sentem nela qualquer pessoa, ou têm vista dela, logo fogem pera o rio, correndo com tanta fúria como se foram 
animais mui pequenos, e muito medrosos, e tanta estropeada fazem com os pés quando correm que parecem um 
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trovão, e com esta pressa se lançam ao rio, e muitas vezes de ribanceiras mui altas, e com tanta fúria que levam 
consigo grande parte da borda do rio, deixando nele tal rasto como se fora caminho mui seguido.  
これらのカバはいとも獰猛で大きな図体であるとはいえ，人を襲うほどの勇敢さを持ち合わせてはいな
い。ただし上述のとおり，盛りのついているときや，水中にいるときは事情が異なる。食べるため陸へ上が
るとき，もし陸で誰か人の気配を感じたり人を視界に入れたりすると，たちまち河へ遁走する。その素早さと
きたら，ごく小さな，いとも臆病な動物さながらである。彼らが走るときバタバタと両脚〔四肢〕を動かして発す
る大音響といったらなく，まるで轟音が迫りくるかのようであり，その慌ただしさを保ったまま河へ飛び込む。
飛び込むといっても多くの場合かなり高い土手の上からであるうえ，その猛進ぶりは尋常ではないから，河
べりの土砂はカバのためあらかた浚われてしまう。そうして崩された土手の痕跡を彼らは河の中に残す。
それはまるで踏み固められた道のようである。 
 
Ũa tarde fui pelas praias do rio de Sofala com dous portugueses casados da fortaleza, pera nos recrearmos, e 
pescarmos nele, e pera esse efeito foram connosco muitos escravos seus, pera andarem com as redes. Indo nós 
desta maneira ao longo do rio, vimos sair do mato dous cavalos-marinhos, que andavam comendo nele, e tanto que 
nos sentiram vieram correndo pera se meter no rio, e o seu caminho direito era por onde nos estavamos, polo que 
logo os portugueses tomaram as espingardas, e os cafres seus arcos, e frechas, e aguardaram os cavalos pera os 
ferirem, ou espantarem, mas foi o seu medo tanto, e maior que o nosso, porque se desviaram de nós, e foram 
fugindo ao longo do mato até que se meteram no rio bem longe donde nós estavamos, de que nos não pesou, 
porque alguns temiam que com sua chegada houvesse algum desastre.  
ある午後，私はソファーラを流れる河の岸辺をぶらりと歩いてみた。連れはこの要塞に住む既婚のポル
トガル人ふたりである。気晴らしをして，河で釣りをするためであった。この目的のため我らと行動をともに
したのは，ふたりが所有する多数の召使いであった。彼らには網を持たせた。こうして河沿いを歩いている
と，カバが二頭森から出てくるのが見えた。カバは森の中で餌をあさっていたのだが，我らの気配を感ず
るや河へ飛び込もうと駈け出した。彼らの駆けてくるその道は我らのいるところへまっすぐ延びていたから，
ポルトガル人は急ぎエスピンガルダ銃を構え，召使いのカフル人は弓矢を手に取った。そうして我らを傷
つけあるいは嚇かそうとしているカバを待ち構えた。彼らの抱く恐怖はしかし，我らのそれと同じくらいかそ
れを上まわるものであった。それゆえカバは我らから遠ざかり，森の縁
へり
に沿って逃げ，ついに河へ踊り込
んだ。その地点は我らのいるところからかなり隔たっていた。カバが向かってきたことで何らかの惨事が起
こるのではないかと懸念する者もいたのだが，結局大事には至らなかった。 
 
♣ 
 
CAPÍTULO IV（PRIMEIRA PARTE, LIVRO SEGUNDO） 
De como os cafres matam os cavalos-marinhos dentro, e fora do rio. 
第4 章（第1 部第2 巻）  カフル人が河の中および河の外でどのようにカバを殺すかについて 
 
Os cafres do rio de Cuama, e os de Sofala, armam aos cavalos-marinhos, e os caçam de três maneiras. A 
primeira, e mais ordinária, é fazendo covas pela borda das sementeiras do milho, e arroz, onde os cavalos de noite 
vão a comer, as quais estão cobertas de rama, e erva, de tal maneira que não se enxerga sinal de cova, e por isso vão 
os cavalos passeando mui seguros por entre as searas, e pondo as mãos, ou os pés sobre as covas dão consigo 
dentro, e ali ficam entalados até pola manhã que vêm os donos das searas, e os matam sem perigo, nem trabalho 
algum. 
クァマの川，およびソファーラのもろもろの川のカフル人はカバに対し罠を仕掛ける。そして三つの方法
でこれを狩る。第一にして最も普通の方法。それはミーリョ〔ソルガムであろう〕やコメの畑の縁
へり
に穴を掘る，と
いうものだ。ミーリョやコメをカバは夜になると食べにやってくるのである。穴は枝や葉で覆い隠してあるが，
そのやり方があまりにみごとであるから，穴のある痕跡は少しも窺えない。だからカバは安心しきってそれ
らの畑へやってくる。ところが隠された穴の上に手〔前肢〕や足〔後肢〕を這わせると，たちまちその中へ落ち
込み，朝方まで閉じ込められる。そこへ畑の所有者がやってきて，彼らはいささかの危険もなく苦もなくカ
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trovão, e com esta pressa se lançam ao rio, e muitas vezes de ribanceiras mui altas, e com tanta fúria que levam 
consigo grande parte da borda do rio, deixando nele tal rasto como se fora caminho mui seguido.  
これらのカバはいとも獰猛で大きな図体であるとはいえ，人を襲うほどの勇敢さを持ち合わせてはいな
い。ただし上述のとおり，盛りのついているときや，水中にいるときは事情が異なる。食べるため陸へ上が
るとき，もし陸で誰か人の気配を感じたり人を視界に入れたりすると，たちまち河へ遁走する。その素早さと
きたら，ごく小さな，いとも臆病な動物さながらである。彼らが走るときバタバタと両脚〔四肢〕を動かして発す
る大音響といったらなく，まるで轟音が迫りくるかのようであり，その慌ただしさを保ったまま河へ飛び込む。
飛び込むといっても多くの場合かなり高い土手の上からであるうえ，その猛進ぶりは尋常ではないから，河
べりの土砂はカバのためあらかた浚われてしまう。そうして崩された土手の痕跡を彼らは河の中に残す。
それはまるで踏み固められた道のようである。 
 
Ũa tarde fui pelas praias do rio de Sofala com dous portugueses casados da fortaleza, pera nos recrearmos, e 
pescarmos nele, e pera esse efeito foram connosco muitos escravos seus, pera andarem com as redes. Indo nós 
desta maneira ao longo do rio, vimos sair do mato dous cavalos-marinhos, que andavam comendo nele, e tanto que 
nos sentiram vieram correndo pera se meter no rio, e o seu caminho direito era por onde nos estavamos, polo que 
logo os portugueses tomaram as espingardas, e os cafres seus arcos, e frechas, e aguardaram os cavalos pera os 
ferirem, ou espantarem, mas foi o seu medo tanto, e maior que o nosso, porque se desviaram de nós, e foram 
fugindo ao longo do mato até que se meteram no rio bem longe donde nós estavamos, de que nos não pesou, 
porque alguns temiam que com sua chegada houvesse algum desastre.  
ある午後，私はソファーラを流れる河の岸辺をぶらりと歩いてみた。連れはこの要塞に住む既婚のポル
トガル人ふたりである。気晴らしをして，河で釣りをするためであった。この目的のため我らと行動をともに
したのは，ふたりが所有する多数の召使いであった。彼らには網を持たせた。こうして河沿いを歩いている
と，カバが二頭森から出てくるのが見えた。カバは森の中で餌をあさっていたのだが，我らの気配を感ず
るや河へ飛び込もうと駈け出した。彼らの駆けてくるその道は我らのいるところへまっすぐ延びていたから，
ポルトガル人は急ぎエスピンガルダ銃を構え，召使いのカフル人は弓矢を手に取った。そうして我らを傷
つけあるいは嚇かそうとしているカバを待ち構えた。彼らの抱く恐怖はしかし，我らのそれと同じくらいかそ
れを上まわるものであった。それゆえカバは我らから遠ざかり，森の縁
へり
に沿って逃げ，ついに河へ踊り込
んだ。その地点は我らのいるところからかなり隔たっていた。カバが向かってきたことで何らかの惨事が起
こるのではないかと懸念する者もいたのだが，結局大事には至らなかった。 
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CAPÍTULO IV（PRIMEIRA PARTE, LIVRO SEGUNDO） 
De como os cafres matam os cavalos-marinhos dentro, e fora do rio. 
第4 章（第1 部第2 巻）  カフル人が河の中および河の外でどのようにカバを殺すかについて 
 
Os cafres do rio de Cuama, e os de Sofala, armam aos cavalos-marinhos, e os caçam de três maneiras. A 
primeira, e mais ordinária, é fazendo covas pela borda das sementeiras do milho, e arroz, onde os cavalos de noite 
vão a comer, as quais estão cobertas de rama, e erva, de tal maneira que não se enxerga sinal de cova, e por isso vão 
os cavalos passeando mui seguros por entre as searas, e pondo as mãos, ou os pés sobre as covas dão consigo 
dentro, e ali ficam entalados até pola manhã que vêm os donos das searas, e os matam sem perigo, nem trabalho 
algum. 
クァマの川，およびソファーラのもろもろの川のカフル人はカバに対し罠を仕掛ける。そして三つの方法
でこれを狩る。第一にして最も普通の方法。それはミーリョ〔ソルガムであろう〕やコメの畑の縁
へり
に穴を掘る，と
いうものだ。ミーリョやコメをカバは夜になると食べにやってくるのである。穴は枝や葉で覆い隠してあるが，
そのやり方があまりにみごとであるから，穴のある痕跡は少しも窺えない。だからカバは安心しきってそれ
らの畑へやってくる。ところが隠された穴の上に手〔前肢〕や足〔後肢〕を這わせると，たちまちその中へ落ち
込み，朝方まで閉じ込められる。そこへ畑の所有者がやってきて，彼らはいささかの危険もなく苦もなくカ
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バを殺す。 
 
De outra maneira lhes armam com ũas tábuas de comprimento de ũa braça, muito grossas, e fortes, nas quais os 
cafres metem muitos farpões, de ferro, como farpões de fisga, mui grossos, e agudos nas pontas. Estas tábuas põem 
ao longo das searas meias enterradas com os bicos dos farpões pera cima, e tanto que os cavalos põem os pés em 
cima de algũa tábua destas, encravam-se nos farpões de tal modo que não se lhes podem mais despregar, e desta 
maneira ficam presos, sem poderem andar, nem quebrar as tábuas, por serem muito fortes, e assi os matam os 
cafres que lhes têm armado. 
カフル人は別のやり方を用いてもカバに仕掛けを施す。それは長さ一ブラサの板切れを数枚使うという
ものだ。この板切れはとても厚くかつ頑丈であって，その板切れの中にカフル人は多くの銛
もり
を嵌
は
め込む。
銛は鉄製であり，まるでや
・
す
・
のようだ。たいそう厚く，先端は鋭く尖っている。このような板切れをカフル人
は耕作地に沿って置いておく。板切れを半ば埋めるのだが，銛の先端はこれを上へ向けておく。板切れ
のいずれかに両足を載せると，カバは銛の中に文字どおり嵌まり込む。そのさまはみごとであって，カバ
は逃れようともがいても，脱することは決してできない。こうしてカバは拘束されるのだが，もう歩行も叶わ
ぬし，板切れを壊すこともできない。板切れはいたって頑丈であるからだ。このように仕掛けた罠でもって
カフル人はカバを殺す。 
 
O terceiro modo, com que os cafres matam os cavalos-marinhos, é no rio, onde lhes armam com muitas 
embarcações pequenas, de um só pau, a que chamam almadias; em cada ũa das quais se metem dous caçadores, 
um assentado na popa remando, e outro na proa em pé, com ũa fisga na mão, de grande, e agudo farpão de ferro, a 
qual vai atada polo meio da hástea, com ũa ponta de corda mui comprida, e fica presa com a outra ponta na mesma 
almadia. Além desta fisga, levam outras, e muitas frechas, e azagaias, e penedos, tudo pera efeito de caçar. Desta 
maneira vão remando pera os pegos, e remansos, onde os cavalos andam comummente com as cabeças fora da 
água, dando fé de quantos passam polo rio; e tanto que as almadias chegam perto deles, fazem-lhes cerco, e todas 
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em ala remetem com muita ligeireza, pera lhes fazerem chegada, mas eles logo mergulham, e fogem, e vão sair em 
outro lugar perto daquele com a cabeça fora, e as almadias após eles remando, e tirando-lhes sempre com penedos, 
e frechas, e tantas voltas lhes dão pera baixo, e pera cima, até que algũa embarcação chega perto de algum, a tiro 
que lhe possam dela pregar a fisga, e tanto que lha pregam no corpo, e ele se sente ferido, logo desmaia, e vai 
fugindo com a fisga pregada, levando após si a almadia em que a fisga está presa à corda, polo qual respeito lhe vão 
tirando da mesma almadia com muitas frechas, e as outras almadias juntamente acodem, e também lhe pregam 
suas fisgas, e com ser um animal tão feroz, e grande, é tão pusilânime depois de ferido que não remete pera se 
defender de quem o persegue, antes foge, andando de ũa parte pera outra, levando após si as almadias presas das 
fisgas, que leva no corpo pregadas, e tanto trabalha desta maneira até que cansa, e anda em cima da água com a 
boca aberta, e a língua fora sem poder tomar fôlego. Então remetem as almadias todas a ele, e dão-lhe muitas 
azagaiadas, até que o matam, e depois de morto lhe atam ũa corda no pescoço, e o levam a terra, onde o cortam, e 
desfazem em quartos, e pedaços, e cada cafre leva seu quinhão pera comer. Desta maneira matam muitos 
cavalos-marinhos; e posto que este modo de caçar seja trabalhoso pera os caçadores, é muito gostoso, e de grande 
festa, e regozijo. Indo eu de Luado polo rio acima pera Sena, vi andar no rio dez ou doze almadias, com seus 
caçadores dentro, fazendo a caçada que tenho dito, cousa que muito folgámos de ver, e se não fôramos com tão 
próspero vento, sempre nos detivéramos neste lugar, por ver o fim da caçada. 
カフル人がカバを殺すに用いる第三の方法。それは河の中で用いるものである。彼らは多くの小舟を連
ね，カバに対し罠を仕掛けにゆく。小舟はただ一本の木から彫り出したものであり，アルマディアと呼ぶ。
アルマディアには狩人がふたりずつ乗り込む。ひとりは船尾に腰を下ろして櫓を漕ぎ，もうひとりは船首に
立って銛を一本手にする。銛には大きく鋭いファルパン〔返し〕がついている。銛は長い縄を用いて竿と結
びつけてある。その縄の一方の端を，竿の中ほどで縛り，もう一方の端を銛とつないで，アルマディア内に
収める。こうした銛のほか，カフル人は多数の矢やアザガイア槍，それに石礫
つぶて
を携える。どれもこれもカ
バ狩りには欠かせぬものだ。こうした装備を調えてカフル人は深い淵や淀みへ小舟を漕ぎ進める。そこに
棲息しているカバは，水の外に頭を出し，川面を通りかかる連中の正体について，いちいち確認を怠らな
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い。カバのそばに近づくとアルマディアはこれを包囲する。が，カバはただちに水中に潜り，逃げ散る。そ
して別の場所で頭だけを水の外に出して再度姿を現わす。アルマディアはカバを追跡して漕ぎ進み，そ
の図体に銛を打ち込む。手負いとなったカバは，銛を図体に打ち込まれたまま遁走するが，失神は時間の
問題だ。銛は縄でもってアルマディアと繋がれているから，手負いのカバはアルマディアをさんざん引っ
張り廻す。たとえ引っ張り廻されても，カフル人はさらに多数の矢を射掛けてゆく。他のアルマディアも共
同してこれに加勢，手持ちの銛をカバの図体に打ち込む。この獣はもともと凶暴この上なく，豪胆ではある
のだが，手負い状態に陥ると，これが同じ獣かと思うほど臆病かつ無気力になってしまう。己が身を守るた
め攻撃者へ突っかかってくることはなくなり，逃げの一手へ転ずる。こちらからあちらへと動き廻り，その間
も銛と繋がれたアルマディアを己が背後で引っ張り廻す。こうして立ち回りを演ずるうちにカバは消耗する。
そのときを見極めアルマディアのすべてを一気にカバのもとへ漕ぎ寄せ，おびただしいアザガイア槍でカ
バを攻め立てる。その息の根を止めるまで攻撃は続く。死んだと確認すると，カバの頸に縄を巻き，陸へ運
ぶ。そこでカバを切り裂き，まず四つに，次いでばらばらに解体する。カフル人はひとりひとり食べるため
の分け前を持ち帰る。このようにして彼らはおびただしい数のカバを殺す。以上の方法は，狩人にとって
多くの労苦が伴うけれど，それでも非常に楽しく，お祭り騒ぎそのものであり，歓喜に溢れている。ルアード
からセナへ向け河を遡上していたとき，私はその河でアルマディアが 10艘か 12艘ばかり活動しているの
を目撃した。アルマディアには狩人が乗り込み，上述の狩りに精出している最中であった。私どもにとって
この上なく楽しい見ものであった。このとき順風が吹かなかったら，私どもはそのままそこに滞留し，狩りの
顚末を見届けたであろう。 
 
♣ 
 
CAPÍTULO V（PRIMEIRA PARTE, LIVRO SEGUNDO） 
De algũas cousas notáveis que há nos rios de Cuama, assi dentro na água, como fora nas terras 
que correm ao longo deles. 
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第 5 章（第 1 部第 2 巻）  クァマのもろもろの河に――その水中のみならず水の外や，河沿い
の土地に――存する幾つかの注目すべきものどもについて 
 
Em todos estes rios se cria muito peixe de várias castas, e algum dele muito bom, gordo, e saboroso, como são 
tainhas, cações, peixe-pedra, semelhante a grandes choupas, peixe-boquinha, semelhante à savelha; tem mui 
pequena boca, e pouca espinha; é mui gordo, e saboroso; peixe-barriguinha, da feição de arrenques, mas muito 
maior; tem grande barriga, pequena boca, e pouca espinha; é mui gordo, e saboroso. Há nestes rios tão grandes 
espadartes como os do mar. Um destes se matou arriba de Tete, no ano do Senhor de 1586, de que todos ficaram 
maravilhados, porque não cuidaram que tamanhos peixes se criassem nesta paragem, mais de cento e vinte léguas 
distante do mar. Também se criam nestes rios muitos cavalos-marinohs, e muitos, e grandes lagartos, como fica 
dito. 
これらの河〔ザンベジ河およびその流域の諸河川〕にはすべてさまざまな種類の多くの魚が生息する。その
中には，とても味がよく脂が乗っていて風味のよいものがある。たとえばタイーニャ〔ボラ〕やカサン〔サメを一
般的に指す〕，大きなチョウパ〔未詳〕によく似たペイシェ=ペドラ〔未詳〕，サヴェーリャ〔大型のニシン〕によく似た
ペイシェ=ボキーニャ〔“小口魚”と訳しうるが未考証〕がそうである。ペイシェ=ボキーニャの口は非常に小さく，
小骨は極めて少ない。これも非常に脂が乗り風味はよい。さらに姿はニシンそのものだが，それより小さい
ペイシェ=バリギーニャ〔“小腹魚”と訳しうるが未考証〕もそうである。これは大きな腹と小さな口を持ち，小骨は
極めて少ない。これまた非常に脂が乗り風味はよい。これらの河では海のそれと同様な，きわめて大きな
カジキがいる。このうちの一匹がテテの上流で殺された。主の年 1586 年のことだ。これには皆が仰天する
ほどに驚いた。というのは，この河水で，しかも海から 12０レグア以上も離れたところに，これほど巨大な魚
が生息しているとは到底思われなかったからだ。これらの河にはおびただしい数のカバや，きわめて大き
なトカゲ〔ナイルワニであろう〕もまた多数棲息していることは，上述のとおりである。 
 
Os cafres destes rios contam ũa história mui sabida, e praticada dos portugueses, e mouros destas terras, da 
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maneira seguinte. Dizem que um dia veio um leão correndo após um veado pera o matar, e comer, o qual veado, 
vendo-se perseguido, veio fugindo com medo da morte pera se lançar ao rio, e chegando a ele, indo já pera se 
meter dentro, chegou-lhe primeiro o leão, e lançando-lhe as unhas sobre as ancas teve mão nele, pera que se não 
acabasse de meter de todo no rio. Mas a este reboliço, e briga acudiu um lagarto, e vendo que o veado estava com 
meio corpo dentro na água, ferrou logo dele com os dentes, e unhas, pera o meter no rio, e teve mão nele tão 
fortemente que nunca o leão o pôde tirar fora, nem o lagarto o pôde meter dentro, e tirar das unhas do leão. E desta 
maneira estiveram algum tempo em porfia de quem havia de levar a presa, até que acudiram uns cafres que 
andavam trabalhando em suas searas, e tinham visto todo o sucesso desta contenda, e correndo ao rio com grandes 
brados, e alardos, o lagarto se espantou, e largou o veado, recolhendo-se pera dentro d’água, e o leão também fugia, 
deixando a caça que tinha já quasi morta, e aberta polas cadeiras com as unhas. Chegaram então os cafres, e 
recolheram o veado, e o repartiram entre si. 
これらの河一帯に住むカフル人はひとつの逸話を語り継いでいるが，それは当地のポルトガル人にもム
スリムにもよく知られているものだ。その逸話とは次のとおりだ。噂によると，ある日，ライオンが一頭シカの
後
あと
を駆けてきた。これを殺して喰うためだ。追い詰められたシカ，懸命に逃げてきたが，殺されるのを怖れ
て川へ踊り込もうとしていた。シカが川に近づき，いよいよ飛び込もうとしたとき，一瞬早くライオンが追いつ
いた。ライオンはシカの尻に爪を喰い込ませ，その体に手をかけてこれを制圧した。そうしてシカが川に完
全に入り込んでしまわぬようにした。しかし，である。この大混乱というか取っ組み合いにトカゲ〔ナイルワニ
であろう〕が一匹参戦してきたのだ。トカゲはシカが半ば水中に体を没しているのを見，歯と爪とでもってシ
カの体をがっちり制圧，そうしてシカを川の中へ引きずり込もうとしたのだ。トカゲがシカを手で押さえつけ
る力の強さといったらなく，さしものライオンもシカを水の外へ引き戻すことはできない。一方トカゲも，シカ
を水の中に引きずり込み，ライオンの爪からシカを引き離すことはできない。こうしてしばらくライオンとトカ
ゲとの抗争が展開した。シカという餌食をどちらが持ち去るかをめぐっての抗争だ。やがてそこへみずから
の畑で仕事に精出していたカフル人数名が馳せつけた。彼らはこの争いの一部始終をじっと見ていたの
だ。川へ向かって駆けるに際し，彼らは途方もない叫喚と大声とを上げたから，トカゲはぎょっとしてシカを
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放し，水中へ引っ込んだ。ライオンもまた逃げ去った。獲物のシカはライオンのためにほぼ息絶え，腰あた
りを鋭い爪で引き裂かれていた。が，ライオンはこれを放置した。カフル人は近づきシカを収容して，仲間
内でこれを分配した。 
 
Polas terras que correm ao longo destes rios, há muitos leões, tigres, onças, badas, elefantes, búfaros bravos, 
vacas bravas, quasi da feição das nossas mansas. Há cavalos bravos, com sua coma, e cabo como os nossos 
cavalos, e rincham quasi da mesma feição; têm ũa cor castanha, muito clara, quasi cinzenta, têm cornos mociços 
como veado, mui direitos, e sem esgalhos, e unha fendida como boi; os cafres lhes chamam empofos. Também há 
asnos bravos de cor parda, com cornos, e unha fendida, a que chamam merus, sua carne é tão boa como a de vaca. 
Há muita variedade de bicinhos, porcos-monteses, e outra muita casta de animais silvestres. 
これらの河川の一帯に広がる土地には多くのライオン，トラ，ヒョウ，サイ，ゾウ，野生のスイギュウ，野生
のウシがいる。野生のウシはほぼ我らの飼い慣らしたウシのような姿である。野生のウマがいる。そのたて
がみと尾とは，我らのウマのそれのようだ。いななきの声もほぼ同じである。野生のウマは栗毛であり，そ
の色はとても明るく，ほとんど褐色だ。シカのようにずっしりとした角を有し，角はすこぶるまっすぐだが，シ
カの角のような枝分かれはなく1。ウシのように蹄は割れている。この野生のウマをカフル人はエンポーフォ
と呼ぶ。野生のロバもいる。褐色で，角があり，蹄は割れている。この野生のロバをメルーと呼ぶ。その肉
はたいそう美味であり，ウシの肉並みである。いたって多様性に富む小動物がおり，イノシシがおり，その
他の野生動物の種も多様だ。 
 
Ao longo destes rios nacem muitos algodões, em searas que os cafres semeiam, cultivam, e podam, quasi ao 
modo de vinhas. Deste algodão fazem panos, a que chamam machiras, de que se vestem, os quais são do tamanho 
                                                  
1 「ずっしりとした角を有」する動物として指示されているのは明らかに cavalos bravos（野生のウマ）であるが，角を生や
す動物はウマの仲間に存在しないはずなので，サントスは何かの思い違いをしているか。 
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de um lençol. Há grandes canaviais de canas-de-açúcar, que os cafres semeiam pera comerem, e são muita parte de 
seu mantimento. Não sabem fazer açúcar, nem têm engenhos pera isso, que se os tiveram, cu[i]do que destes rios, e 
do de Sofala, se tirara mais açúcar que do Brasil. 
これらの河川沿いには，カフル人が種を蒔き，育て，剪定するワタ畑があり，そこにワタが多量に育つ。
そのようすはほぼブドウ畑のようだ。このワタから彼らは布地を作り，その布地をマシーラスと呼ぶ。このマ
シーラスを彼らは身に纏い，その大きさはシーツ一枚分くらいだ。大きなサトウキビ畑があるが，カフル人
がその種を蒔くのはもっぱらこれを食用とするためだ。彼らの食糧の大半はこのサトウキビにほかならない。
彼らは砂糖を作ることを知らないし，製糖工場もない。もし製糖工場があったなら，これらの河川やソファー
ラの河一帯から，ブラジルから以上に多量の砂糖を採り出しうるであろうと，私は考える。 
 
Neste território nacem muitos paus, e ervas mui medicinais, e particularmente em ũas serras, a que chamam 
Lupata, que atravessam este rio, nas quais há muita douradinha, infinita aguila brava, mui boa, e de tão excelente 
cheiro que parece mansa, e algũas pessoas me afirmaram havê-la nestes matos. Estando eu em Tete me deram um 
tronco velho de aguila, tão gastado já do tempo que lhe não ficou mais que o cerne de dentro, preto, e duro, e 
fazendo eu pouco caso dele, por saber que havia muito na terra, o mandei lançar em um quintal que tinha, onde o 
sol lhe dava, e nele esteve algum tempo, até que um dia o vi estar lançando de si óleo suavíssimo, que lhe corria no 
chão com a quentura do sol. Então o recolhi, e o tive em grande estima, e como tal o dei a quem o trouxe pera este 
Reino, por peça de muito preço. 
この領域にはたいそう薬効のある木や草が多く生育する。とくにルパータと呼ばれる山塊においてそう
だ。この河を縦断する山塊のその懐に入ると，多くのドウラディーニャ〔未詳〕，無尽と思われるほどの野生
のアギラ〔インド産伽羅木〕がある。アギラは品質がよく，きわめて秀逸な香りを発し，その香りは甘美という形
容こそふさわしいと思われる。アギラがこの一帯の密林に存在すると主張する人々が幾名かいるのだが，
私がテテにいたとき，アギラの古い幹をひとつもらったことがある。歳月を経たためすこぶる摩耗しており，
はや内部の心材のほか何も残されていなかった。心材は黒くて硬い。私が知りたかったのは，この地にア
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de um lençol. Há grandes canaviais de canas-de-açúcar, que os cafres semeiam pera comerem, e são muita parte de 
seu mantimento. Não sabem fazer açúcar, nem têm engenhos pera isso, que se os tiveram, cu[i]do que destes rios, e 
do de Sofala, se tirara mais açúcar que do Brasil. 
これらの河川沿いには，カフル人が種を蒔き，育て，剪定するワタ畑があり，そこにワタが多量に育つ。
そのようすはほぼブドウ畑のようだ。このワタから彼らは布地を作り，その布地をマシーラスと呼ぶ。このマ
シーラスを彼らは身に纏い，その大きさはシーツ一枚分くらいだ。大きなサトウキビ畑があるが，カフル人
がその種を蒔くのはもっぱらこれを食用とするためだ。彼らの食糧の大半はこのサトウキビにほかならない。
彼らは砂糖を作ることを知らないし，製糖工場もない。もし製糖工場があったなら，これらの河川やソファー
ラの河一帯から，ブラジルから以上に多量の砂糖を採り出しうるであろうと，私は考える。 
 
Neste território nacem muitos paus, e ervas mui medicinais, e particularmente em ũas serras, a que chamam 
Lupata, que atravessam este rio, nas quais há muita douradinha, infinita aguila brava, mui boa, e de tão excelente 
cheiro que parece mansa, e algũas pessoas me afirmaram havê-la nestes matos. Estando eu em Tete me deram um 
tronco velho de aguila, tão gastado já do tempo que lhe não ficou mais que o cerne de dentro, preto, e duro, e 
fazendo eu pouco caso dele, por saber que havia muito na terra, o mandei lançar em um quintal que tinha, onde o 
sol lhe dava, e nele esteve algum tempo, até que um dia o vi estar lançando de si óleo suavíssimo, que lhe corria no 
chão com a quentura do sol. Então o recolhi, e o tive em grande estima, e como tal o dei a quem o trouxe pera este 
Reino, por peça de muito preço. 
この領域にはたいそう薬効のある木や草が多く生育する。とくにルパータと呼ばれる山塊においてそう
だ。この河を縦断する山塊のその懐に入ると，多くのドウラディーニャ〔未詳〕，無尽と思われるほどの野生
のアギラ〔インド産伽羅木〕がある。アギラは品質がよく，きわめて秀逸な香りを発し，その香りは甘美という形
容こそふさわしいと思われる。アギラがこの一帯の密林に存在すると主張する人々が幾名かいるのだが，
私がテテにいたとき，アギラの古い幹をひとつもらったことがある。歳月を経たためすこぶる摩耗しており，
はや内部の心材のほか何も残されていなかった。心材は黒くて硬い。私が知りたかったのは，この地にア
ギラそのものの木がたくさんあるか，ということであったから，心材はあまり関心を惹かなかったのであるが，
とりあえず私の管理していた小農園にそれを放置するよう命じた。陽光を浴びさせ，しばらく放置しておくと，
やがてある日，心材から甘露のように甘い香りの油が浸み出しているではないか。それを私はこの目で見
たのだ。この油は陽光に暖められ，心材を伝って地面へ流れ出していたのである。私はこの油を採集し大
事に保管した。これはめっぽう貴重なものだという言葉を添え，私はこれを値の張る品と引き換えに某へ引
き渡した。これを本国〔ポルトガル〕へもたらしたのはこの某だ。 
 
Há nesta terra muita canafístula polos matos, e outro pau com que os cafres se purgam, mui medicinal, o qual 
cozem com ũa galinha em água simples, e depois de bem cozida, bebem o caldo, e com ele purgam muito bem. 
Esta purga tomei em Sena, pera ũas sezões que tinha, e me achei muito bem, o que não fiz com outras purgas que 
antes desta me deram. Outro pau há que, moído, e dado a beber em água simples, estanca câmaras de sangue. 
Outro pau há, excelente, com que os cafres curam suas feridas, moído, e deitado dentro nelas o pó; e tem tanta 
virtude que em vinte e quatro horas lança fora das feridas toda a podridão, ou sangue pisado que tem, e por grande 
que a ferida seja, em poucos dias sara, curando-se com estes pós, sem pontos, nem outra medicina. Outro pau me 
mostraram em Sofala, o qual também há nestes Rios, e dizem que pisado, e dado a beber, faz vir leite aos peitos de 
qualquer pessoa que o beber, assi mulher, como homem; tem as folhas muito grossas, e grandes, quasi como erva 
babosa. 
この地には森のいたるところに多くのセンナがあるが，これとは別の木もあり，カフル人はこれを下剤とし
て用いる。その効能は卓越している。この木をニワトリ一羽と一緒に単純な湯で茹でる。よく茹でたのち，そ
の汁を呑む。その汁によってすっきりとお通じがある。私はセナでこの下剤を呑んだ。当時患っていたセ
ゾンイス2に対処するためであったが，すっかり気分がよくなった。以前もらった別の下剤ではこれほどすっ
                                                  
2 原綴り sezões. これは「間歇熱」「マラリア熱」の意であるから，文脈から見るとやや奇異の感があり，sezões の語釈には
検討の余地あるか。 
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きりした気分にはならなかった。さらに別の木があって，これを粉に挽き，単純水に入れて呑ませると，血
便を止める効能がある。さらにまた別の木があって，すばらしいものであり，これを用いてカフル人は外傷
を治す。この木を粉に挽き，粉を傷口に塗り込む。大いなる効き目があり，24 時間以内に，膿
うみ
にせよ，そこ
にわだかまった悪い血にせよ，すべて傷口の外へ排出してくれる。傷がいかに大きくともわずか数日のう
ちに完治し，この粉を用いれば痕も残さず癒すことができる。他の薬ではこれほどうまくゆかない。さらにこ
れとは別の木を私はソファーラで見せてもらった。その木もこれらの河川の一帯に生育する。噂によると，
すり潰し呑ませてやると，それを呑んだ者が誰であれ，乳房から乳が出てくるのだという。その効能はなん
と，女であろうと男であろうと共通だ。この木には厚くて大きな葉があり，まるでアロエのそれのようである。 
